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研究成果の概要 

本研究の基盤となる１）データベース（DB）の構築，２）ツールの整備，３）創薬シーズの抽出を行

った．構築したデータベースは医療テキスト（いわゆる電子カルテ）を処理する研究としては世界最

大規模である．今後，この DBを用いた研究を網羅的に行う予定である．  

 

データベースの構築 

過去 18年間に東大病院に入院した，入院時 16歳以上 100歳未満の患者を対象として，1) DPC

（診断群分類包括評価）データ，2) 処方・注射オーダ，3) 検体検査結果，4) 退院サマリの症状・

所見を DB化した．退院サマリテキストに対しては，後述する NLP-DXプラットフォームを適用し，

抽出された患者の症状や所見文字列で構成した．この DBから DPC レコードをがん症例（138,656

症例）に絞り込んだサブセットを抽出し，研究用 DB として NAIST・慶應大と共有した．  

 

NLP-DXプラットフォームの整備  

上記 DBの構築に使用した電子カルテを処理する医療用語抽出システムMedTXT-CR-JAを公開

した． 

 

探薬シーズの抽出 

抗がん剤誘発性の肝機能障害，末梢神経障害，手足症候群，嘔気嘔吐，口内炎を対象として，既

報の原著論文の網羅的探索を行い（検索語で抽出した論文 900報），基礎研究の知見とそのメカ

ニズムに基づき，リアルワールドテキストでの検証に値するシナジー薬の有力候補の選定を行なっ

た． 

 

今後，DBから得られたシーズ薬候補の効果検証を進めていく．  

 

 


